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平成２８年度 第３回新居浜市地域公共交通活性化協議会 

次   第 
 

○日時  平成２９年３月２８日（火）１３：３０～ 

○場所  新居浜市役所 ３階 応接会議室  

 

 

  １．開 会 

         

２．報告事項 

  (1)平成２８年度事業報告について 

 

３．協議事項 

(1)平成２９年度事業計画（案）について 

     
 (2)平成２９年度収支予算（案）について 
 

 

４．その他     

(1)新居浜市地域公共交通網形成計画の策定について 

     
 (2)ＪＲ新居浜駅バリアフリー化事業について 

 

５．閉 会 
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新居浜市地域公共交通活性化協議会委員名簿 

条項 役員 機関・団体 役職名 氏名 

法 
第６条
第２項
第 1 号 

規約 
第５条 
第１項
第１号 

会 長 

新居浜市 

副市長 寺田 政則 

 経済部長 鴻上 浩宣 

法 
第６条
第２項
第 2 号 

 

規約 
第５条
第１項
第２号 

 新居地区旅客自動車協同組
合 

代表理事 渡部 光男 

 
愛媛県ハイヤー・タクシー協
会 

専務理事 髙橋 昭雄 

 瀬戸内運輸株式会社 常務取締役 河渕 茂 

 
一般社団法人愛媛県バス協
会 

専務理事 関谷 俊夫 

 四国旅客鉄道株式会社 愛媛企画部長 窪 仁志 

規約 
第５条
第１項
第３号 

 愛媛県東予地方局建設部 建設企画課長 白石 昌史 

 国土交通省四国地方整備局 
松山河川国道事務所 

副所長 庄野 達也 

法 
第６条
第２項
第３号 

規約 
第５条
第１項
第４号 

 新居浜警察署 交通課長 田村 修也 

規約 
第５条
第１項
第５号 

副会長 新居浜市連合自治会 理事 星加 勝一 

 新居浜市老人クラブ連合会 事務局長 三木 博喜 

 新居浜市女性連合協議会 総務 今村 美鈴 

規約 
第５条
第１項
第６号 

監 事 新居浜市社会福祉協議会 地域福祉課長 越智 千鶴子 

監 事 新居浜商工会議所 産業創出課長 矢野 英司 

 新居浜市医師会 理事 永易 大典 

 瀬戸内運輸労働組合 執行委員長 砂田 篤志 

 愛媛県東予地方局総務企画部 地域政策課長 山本 泰士 

 
国土交通省四国運輸局 
愛媛運輸支局 

首席運輸企画
専門官 
(輸送・監査部門) 

谷本 昌啓 

 
首席運輸企画
専門官 
(総務・企画観光) 

山下 文明 

 
事務局 

事務局長 新居浜市経済部運輸観光課 課長 髙橋 利光 

事業担当 新居浜市経済部運輸観光課 副課長 安永 亮浩 

事業担当・出納員 新居浜市経済部運輸観光課 係長 二宮 由佳 
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報告事項（１） 

平成２８年度事業報告 

デマンドタクシー運行事業 

〇登録者数（2月末日現在） 

エリア 
平成 2８年２月２９日現在 新規登録 ２月２８日現在 

世帯数(世帯) 人数（人） 世帯数(世帯) 人数（人） 世帯数(世帯) 人数（人） 

上部西エリア ５８８ ９０８ ８４ １１０ ６７２ １，０１８ 

上部東エリア ５０１ ７８１ ６７  ９７ ５６８   ８７８ 

川東エリア ５３４ ８４３ ７４ １０１ ６０８   ９４４ 

計 １，６２３ ２，５３２ ２２５ ３０８ １，８４８ ２，８４０ 

 

〇これまでの利用状況（平成 28 年 10 月～平成 29年 2 月） 

（運行日数 平日 98 日 土曜日 20日） 

エリア ２月末日登録者数  利用者数 運行台数 

上部西エリア １,０１８人 ２,９３３人 １,２４７台 

上部東エリア ８７８人 ３,００３人 １,２３３台 

川東エリア ９４４人 ２,０７１人 ９３２台 

 ２,８４０人 ８,００７人 ３,４１２台 

 

（平日） 

エリア 利用者数 1日利用者数 運行台数 1 台利用者数 

上部西エリア ２,７３５人 ２７．９人 １,１３６台 ２．４人 

上部東エリア ２,７１５人 ２７．７人 １,１０８台 ２．５人 

川東エリア １,９１４人 １９．５人 ８５０台 ２．３人 

 ７，３６４人 ７５．１人 ３,０９４台 ２．４人 

 

（土曜日） 

エリア 利用者数 1日利用者数 運行台数 1 台利用者数 

上部西エリア １９８人 ９．９人 １１１台 １．８人 

上部東エリア ２８８人 １４．４人 １２５台 ２．３人 

川東エリア １５７人 ７．９人 ８２台 １．９人 

 ６４３人 ３２．２人 ３１８台 ２．０人 

 

 

平成 28 年度上半期(4 月～9月) 計（運行日数 123 日） 

エリア 末日登録者数 利用者数 1 日利用者数 運行台数 1 台利用者数 

上部西エリア ９７３人 ３，５５０人 ２８．９人 １，５１１台 ２．３人 

上部東エリア ８２５人 ３，２９０人 ２６．７人 １，３６６台 ２．４人 

川東エリア ８９２人 ２，３３３人 １９．０人 １，０４８台 ２．２人 

 ２,６９０人 ９，１７３人 ７４．６人 ３，９２５台 ２．３人 
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〇参考（平成 27 年 10 月～平成 28年 2月） 計（運行日 98 日） 

エリア 末日登録者数 利用者数 1日利用者数 運行台数 1 台利用者数 

上部西エリア ９０８人 ２，５６７人 ２６．２人 １,０８６台 ２．４人 

上部東エリア ７８１人 ２，３０３人 ２３．５人 １,００６台 ２．３人 

川東エリア ８３４人 １,６８５人 １７．２人 ７２４台 ２．３人 

 ２,５３２人 ６，５５５人 ６６．９人 ２,８１６台 ２．３人 

 

 平成 27 年 10 月～平成 28 年 2 月と平成 28 年 10 月～平成 29 年 2 月の一日当たりの利用

者数平均を比較すると、平成 28 年度については、約８人増加、また一台当たりの利用者数

についても 0.1 人上昇しており、特に、上部東エリアの伸びが大きい。 

 

 

 

公共交通機関利用促進事業 

 新居浜市地域協働推進事業計画（上位計画 地域公共交通総合連携計画）に基づき、バ

スの乗り方教室やバスギャラリー展、公共交通利用促進出前講座等のモビリティマネジメ

ントの実施、割引体験乗車券の配布を行った。 

 

○バスの乗り方教室 

実施校 実施日 対象学年 
参加人数 

（児童、教諭） 

若宮小学校 平成 28 年 9 月 23 日（金） 1.2.3 年生 25 名 

新居浜小学校 平成 28 年 10 月 25 日（火） 1.2 年生 84 名 

 

 

○バスギャラリー展 

※詳細別紙① 
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協議事項（１） 

平成２９年度事業計画（案） 

 

１．事業計画(案) 

  （１）地域公共交通総合連携計画に位置付けられた事業の実施 

    デマンドタクシー（愛称「おでかけタクシー」）の運行を実施する。 

      デマンドタクシーの登録・利用促進のため、市政だより、リーフレット、出

前講座等による広報活動を実施する。 

      公共交通（バス）の利用促進のため、バスの乗り方教室等モビリティマネジ

メントを実施する。 

  （２）地域公共交通確保維持改善事業に係る協議 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金の申請に必要な各種計画の策定及び 

変更に関する協議を行うとともに、実施事業に対する評価を行う。 

  （３）新居浜市地域公共交通網形成計画の策定に係る協議 

      新居浜市地域公共交通網形成計画策定に関する協議を行う。 

 （４）その他、人や環境に優しい交通の実現に関する事業 

 ＪＲ新居浜駅（構内）バリアフリー化事業に関する協議を行う。 

 

２．スケジュール(案) 

     平成２９年度の会議開催は、４回を予定しておりますが、状況により変更する 

場合があります。 

年 月 事業・会議 備  考 

平成２９年 ４   

５   

６ ●第 1 回会議 

・２８年度事業報告 

・２８年度監査報告及び決算の承認 

・地域公共交通確保維持改善事業に係る協議     
ほか 

6 月末までに四
国運輸局に生活
交通確保維持改
善計画の提出が
必要 

７   

８   

９ ●第 2 回会議 

・新居浜市地域公共交通網形成計画策定に係
る協議 

 

１０ 〇バスの乗り方教室（予定）  

１１   

１２   

平成３０年 １ ●第 3 回会議 

・地域公共交通確保維持改善事業に係る評価 

ほか 

１月末までに事
業評価実施及び
提出が必要 

２   

３ ●第 4 回会議 

・３０年度事業計画及び予算の決定 

            ほか 
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協議事項（２） 

平成２９年度収支予算（案） 

 

 

【収入の部】                              単位：円 

区 分 予算額 摘  要 

款 項 目   

負担金 負担金 負担金 15,299,000       新居浜市負担金 

諸収入 諸収入 雑 入 0 預金利息 

 15,299,000  

 

 

【支出の部】                              単位：円 

区 分 予算額 摘  要 

款 項 目   

事務費 事務費 事務費 483,000 

委員出席謝礼  

@5,000×11 人×4 回 = 220,000 

消耗品 68,000、印刷製本費 50,000、 

郵送料 137,000、その他 8,000 

計 263,000 

事業費 事業費 事業費 14,816,000 

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ運行事業費  14,757,000 

運行業務負担金 

公共交通機関利用促進事業費 

バス借上料等 59,000 

 15,299,000        

 ※デマンドタクシー運行業務負担金 積算根拠  

  負担金基準額      @3,227×28 台×244 日＝22,046,864 円（平日） 

              @3,227×18 台× 49 日＝ 2,846,214 円（土曜） 

計 24,894,000 円･･･ ① 

  利用料収入見込額 (@500×28 人×244 日)＋(@250×42 人×244 日)＝5,978,000 円（平日） 

           (@500×14 人× 49 日)＋(@250×22 人× 49 日)＝  612,500 円（土曜） 

                                計 6,590,000 円･･･ ② 

  国庫補助見込額  平成 28 年 10 月～平成 29 年 9 月運行分     3,547,000 円･･･ ③ 

 

                                               ①－②－③＝14,757,000 円 
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その他（１） 

 

新居浜市地域公共交通網形成計画の策定について 

※詳細別紙② 

 

 

その他（２） 

 

ＪＲ新居浜駅バリアフリー化事業について 

※詳細別紙③ 

 



 

 

 新居浜市地域公共交通活性化協議会では、日頃バスに乗る機会の少ない子供達やそのご家族に、

バスに乗るきっかけ作りのひとつとして、「バスギャラリー展」を実施しました。 

◆実施状況◆ 

日 時： 平成２８年１１月２１日（月）～平成２９年１月９日（火） 

場 所： 市内路線バス 

対 象： 応募者５２名 

主 催： 新居浜市地域公共交通活性化協議会  新居浜市  瀬戸内運輸株式会社 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスギャラリー展を実施しました！ 

 

  

  

 

～事務局から～ 

 実際に乗車された方から、「バスに自分の絵が展示され

ていて、なんだか不思議な気分だったけど、うれしかっ

た。」との感想をいただきました。 

マイカーの普及などにより、路線バスの利用者が減少

していますが、今後もこのような機会を作り、まずは、

バスに親しんでもらえるようにしていきたいと考えてお

ります。 

別紙① 

別紙② 



地域公共交通網形成計画策定事業 

経済部 運輸観光課 

別紙② 

 



1 

新居浜市地域公共交通網形成計画の位置づけ          

第五次新居浜市長期総合計画 

都市計画マスタープラン 

交通分野 

都市交通マスタープラン 

都市交通戦略 

移行（修正） 

地域公共交通網形成計画 

地域公共交通総合連携計画 

※地域公共交通活性化再生法の 

改正により現在は任意の計画 

立地適正化計画 

連 携 

＜現行の連携計画に追加する事項＞ 

・コンパクトシティ実現に向けたまちづくり 

との連携 

・地域全体を見渡した面的な公共交通 

ネットワークの再構築 

 

 

「地域公共交通活性化再生法」 
H26.11法改正 

基本的な方針を踏襲 

（H20年度策定 H21～40年度計画） 
※H30年度見直し予定 

（H13～32年度計画） 

（H20年度策定 H21～30年度計画） 
（H25年度に、H26～30年度の後期 

 戦略の見直しを実施） 
 

（H22年度策定 H23～25年度計画） 
（H25年度策定 H26～30年度計画） 
 

（H30年度策定予定） 



地域公共交通の現状・問題点、課題の整理を踏まえて、公共交通ネット
ワーク全体を一体的に形づくり、持続させる 

2 

地域公共交通網形成計画とは                      

 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律が改正され、
平成２６年１１月に施行 
 
 

 

 

 
 

 

  

      

 

 

   
 

 

 

    

 

 

 

   

    

 

 

法定計画として、地方公共団体が協議会を開催して 

地域公共交通網形成計画を策定することができる 

目的 

 
「地域にとって望ましい公共交通網のすがた」を明らかにする「マスタープラン
（ビジョン＋事業体系を記載するもの）」としての役割を果たすもの 
 
 

 

 

 
 

 

  

      

 

 

   
 

 

 

    

 

 

 

   

    

 

 地域公共交通網形成計画を策定した場合、デマンドタクシー運行事業に
おける補助制度の国庫補助上限額の漸減幅が緩和される 

メリット 
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4 



5 

新居浜市地域公共交通活
性化協議会 

新居浜市地域公共交通活
性化協議会 

パブリックコメント 

新居浜市地域公共交通活
性化協議会 

住民意向調査 
  
利用実態調査、結果の整理 
  
上位・関連計画の整理 
        
公共交通に関わる問題・課題の
抽出 
 
地域公共交通網形成計画の将
来像・基本方針・方向性の検討 
 
事業方策の整理 
 
効果及び評価指標の検討 
 
地域公共交通網形成計画（案）
のとりまとめ 
  

 

 

 
 

地域公共交通網形成計画策定の流れ（イメージ）                     
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年 度 
事業費 

（委託料） 
国  費 

（予定額） 
市  費 

（予定額） 

平成２９年度    １，４００万円      
   

     ４５０万円 

 

９５０万円  

事業予算等                       

○策定費用 
                        

○委託先の決定方法 
                        

公募型プロポーザルによる企画提案方式 

地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号の随意契約 

 



1 
 

平成２８年度地域公共交通バリア解消促進事業 

（バリアフリー化設備等整備事業） 

「予讃線新居浜駅（愛媛県新居浜市）生活交通改善事業計画」 

 

 

１．事業の目的・内容及び必要性 

 

新居浜駅は、１日当たりの利用者数が4,034 人（平成27 年度実績）であり、「高齢者、障害者等の移動等

の円滑化の促進に関する法律」（バリアフリー法）の基本方針に掲げられた「１日当たりの平均的な利用者数

が 3,000 人以上である鉄軌道駅については、平成 32 年度末までに原則として全てについてバリアフリー化を

実施する」との移動等円滑化に向けた整備目標を達成するため、また、自然災害時に迅速な防災行動を取りに

くい高齢者や障がい者などの避難・移動手段を確保し、鉄道利用者の安全性及び利便性向上のため、内方線付

き点状ブロック及び多機能トイレ等の整備を行う必要がある。 

 

 

２．事業の定量的な目標及び効果 

 

新居浜駅において内方線付き点状ブロックを整備し、駅構内に「多機能トイレ」を設置すること等により、1

日当たりの利用者数が4,034人である新居浜駅の移動及び利用に係る安全性及び利便性の向上が図られる。 

 

 

３．事業内容と当該事業を実施する事業者 

 

  内方線付き点状ブロック、多機能トイレ、音声・音響案内装置設置、こ線橋内２段手すり設置、ＬＥＤ発

車時刻標設置、制御装置の取替、サイン改良及び関連付帯工事 

 （事業者）四国旅客鉄道株式会社 

 

 

４．事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額（変更後） 

 

 ・平成28年度事業費 52,500千円 （総事業費 57,500千円） 

 

【平成28年度 内訳】 

負担者 当初負担額 増額負担額 負担割合 

新居浜市 4,083千円 調整中 調整中 

四国旅客鉄道(株) 8,168千円 調整中 調整中 

国 8,166千円 9,333千円 1/3 

県 4,083千円 調整中 調整中 

※ 総事業費には、関連付帯工事（平成27年度事業）5,000千円を含む。 

 

５．計画期間 

 

 ・平成27年度～平成28年度（2カ年） 

 ・工事内容（内方線付き点状ブロック、多機能トイレ、音声・音響案内装置設置、こ線橋内２段手すり設置、

ＬＥＤ発車時刻標設置、制御装置の取替、サイン改良及び関連付帯工事等） 
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 ・設計・工事期間（平成28年3月～平成29年3月予定） 

 

 

 ６．協議会の開催状況と主な議論 

 

開催 年月日 場所 主な内容 

平成27年度

第１回 

平成28年1月18日 

（全体会） 
新居浜市役所 関係団体に事業内容等について報告 

第2回 
平成28年2月26日 

（第1回分科会） 
書面開催 

関係団体が費用負担等についての協議を行

い、基本的に合意 

計画に記載する利用者意見の収集方法につ

いて協議を行い、方法について合意 

第3回 
平成28年3月4日 

（第2回分科会） 
新居浜市役所 意見の反映も含め、計画全体について合意 

平成28年度

第1回 

平成28年6月21日 

（第3回分科会） 
書面開催 計画全体について承認 

第2回 
平成29年2月27日 

（第4回分科会） 
書面開催 計画変更について承認 

 

 

７．利用者等の意見の反映 

 

本事業を実施する四国旅客鉄道（株）の予讃線新居浜駅にバリアフリー整備に関する説明ポスター掲示

及びアンケート調査票を約１週間（平成28年2月27日～3月3日）設置し、利用者等への意見募集を行

った。また、障がい者団体等に対してもヒアリング調査を実施し、計画に関する意見を募集した。 

  主な意見として、 

  ・いろいろな事情の人に便利なため、エレベーター、多機能トイレの設置を早急に進めてほしい。 

  ・高齢者、障がい者等に配慮したエレベーター、多機能トイレの設置をお願いしたい。 

  ・エレベーター、多機能トイレの位置について、誰にでもわかりやすい表示でお願いしたい。 

→ 意見を踏まえ協議会で検討を行い、高齢者、障がい者等の利用に配慮した本計画の策定に至った。 

 

 

協議会（分科会）の構成 

国 四国運輸局  

都道府県 愛媛県  

市区町村 新居浜市  

鉄道事業者 四国旅客鉄道株式会社  

 

 

平成29年2月27日 

新居浜市地域公共交通活性化協議会 

 



ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝ 

予讃線新居浜駅バリアフリー化事業 平成 28 年度事業概略図 
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            宇和島方 高松方 

改札口 

音声・音響案内装置 

サイン改良等 

（変更） 

多機能トイレ 

内方線付き 

点状ブロック 

LED 発車 

時刻標（追加） 

こ線橋手すり 

2 段化（追加） 

触知案内板 

（音声案内追加） 

改札口 

エレベーター 
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